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日
本
の
進
む
道
研
究
所
会
報
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代表の安東幹（あんどうかん）氏と主要著作『日本共産党に強制収容所』日本共産党と関係が深い医

療機関の集団である民医連（全日本民主医療機関連合会）の精神科・神経科などのメンタルセクショ

ンが、日本共産党の強制収容所の役割を果たしている。有名なのは、代々木病院精神科・神経科であ

る。日本共産党を批判する人で、日本共産党関係者など、日本共産党の指示に従えない人が、むりや

代表　安東　幹　について

東京都立西高校卒業
慶應義塾大学通信課程法学部乙類（政治学科）卒業
シティ大学大学院行政学修士在学中（現在学習中断
中）
日本共産党と関係が深い労働争議団の批判、慶應義
塾大学を共産主義者から守る活動、東京都の教育委
員会の傍聴をしながらの教育への提言などに、現在、
集中的に取り組んでいます。
著作

『日本共産党に強制収容所』
『誰も書かなかった中国の人権抑圧』
『「連合」をぶっ潰せ』
電子書籍

『日本共産党の構造と実体』
論文

「私たちが体験した共産党の強制収容所列島（兵本達
吉氏との対談）」 『正論』平成１２年４月号「雑誌『正

日
本
を
救
う
た
め
に
国
産
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
全
力
を
日
本
共
産
党
の
非
合
法
化
も
視
野
に
入
れ
て　

映
画
『
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』 

感
激
し
ま
し
た
！ 　

京
王
新
労
組
が
、
京
王
電
鉄
株
主
総
会
前
で
宣
伝
行
動

日
本
共
産
党
が
本
性
を
あ
ら
わ
す
！
家
族
解
体
を
主
張
！
「
家
族
の
強
調
は
、
こ
ど
も
や
女
性
を
苦
し
め
る
」
と
主
張
！

自
民
党
・
公
明
党　

茨
城
で
合
同
時
局
講
演
会  

コ
ロ
ナ
克
服
し
経
済
再
生   

衆
院
選
勝
利
へ
結
束
固
く　
　

迷
走
す
る
日
本
共
産
党  

議
員
・
幹
部
は
、
男
女
同
数
が
望
ま
し
い
を
、
選
挙
目
当
て
で
な
い
が
し
ろ
に
。　
　
　

目
次
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
１
開
会
式
（
７
／
２
３
）
会
場
周
辺
の
よ
う
す

 

自
民
党
が
来
夏
の
参
院
選
の
公
認
候
補
を
発
表　

応
援
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
付
し
ま
し
た

Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
が
、　
Ｊ
Ａ
Ｌ
株
主
総
会
前
で
、　　
　

恒
例
の
宣
伝
を
行
う

日
本
民
主
青
年
同
盟
（
日
本
共
産
党
系
の
青
年
団
体
）
の
班
名
に
つ
い
て 　
　
　
　

慶
應
義
塾
伊
藤
公
平
新
塾
長
を
応
援
し
ま
す 

日
本
民
主
青
年
同
盟
が
、
食
糧
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
同
盟
員
を
拡
大
中

日
本
共
産
党
に
内
容
証
明
郵
便
送
付
し
ま
し
た
（
安
東
幹
さ
ん
は
原
理
の
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

経
団
連
へ
の
手
紙　
　
　
　
　
　
「
卒
業
」
っ
て
何
？　

日
本
民
主
青
年
同
盟
用
語
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日
本
を
救
う
た
め
に
国
産

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
全
力
を

日
本
共
産
党
の
非
合
法
化

も
視
野
に
入
れ
て

　

日
本
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
、
国
民

の
間
に
危
機
意
識
を
持
つ
人
が
増
え
、
日
本

の
未
来
に
不
安
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い

る
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
と
し
て
は
、
日
本

を
救
う
た
め
に
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
全

力
を
投
入
す
る
こ
と
と
、
最
大
の
障
害
で
あ

る
日
本
共
産
党
の
非
合
法
化
を
訴
え
る
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

始
ま
っ
た
時
か
ら
、
コ
ロ
ナ
問
題
の
解
決
は

ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
の
開
発
で
あ
る
と
訴
え

続
け
て
き
た
。
日
本
政
府
は
、
国
産
の
ワ
ク

チ
ン
開
発
と
治
療
薬
の
開
発
に
全
力
を
尽
く

す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
続
け
て
き
た
。
今
、

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
声
を
大
に
し
て

訴
え
る
。
思
い
切
っ
た
予
算
を
投
入
し
て
ワ

ク
チ
ン
と
治
療
薬
の
開
発
に
全
力
を
あ
げ
る

べ
き
で
あ
る
。

　

日
本
の
今
の
状
況
は
、
禁
酒
法
が
制
定
さ

れ
た
１
９
１
９
年
の
ア
メ
リ
カ
に
似
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
１
９
年
に
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
憲
法
が
改
正
さ
れ
て
、
酒
類
の

製
造
・
販
売
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
酒
類
の
密

造
が
行
わ
れ
、
違
法
な
酒
類
の
流
通
、
無
許

可
で
の
製
造
販
売
が
激
烈
に
な
っ
た
。
結
局
、

１
９
３
３
年
、
禁
酒
法
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
憲
法
の
条
項
が
廃
止
さ
れ
、
撤
廃
さ
れ
た
。

今
、
日
本
で
は
、
若
い
人
た
ち
が
夜
の
街
や

行
楽
地
に
繰
り
出
し
、
家
で
お
と
な
し
く
し

て
い
な
い
。
若
い
人
た
ち
は
、
友
達
と
群
れ

る
の
が
好
き
だ
。
若
者
を
家
に
と
ど
め
て
お

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
初
め
か
ら

わ
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
だ
っ
た
ら
、
若
者
、

そ
し
て
国
民
が
夜
の
街
に
繰
り
出
し
て
も
、

行
楽
地
に
繰
り
出
し
て
も
良
い
世
の
中
に
す

る
。
国
産
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
の

開
発
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
を
国
産

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
外
国
か
ら
の
輸
入

に
頼
る
必
要
は
な
い
。

　

日
本
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
の
開
発
に
力
を

入
れ
る
べ
き
と
主
張
し
た
こ
と
は
な
い
。
コ

ロ
ナ
問
題
で
、
特
異
な
立
場
を
取
り
続
け
て

き
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
二
つ
の
点
で
、
国
産
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
開
発
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
日
本
共
産
党
が
理
論
的
基
礎

と
す
る
科
学
的
社
会
主
義
（
マ
ル
ク
ス
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
を
、
日
本
の

実
情
に
合
わ
せ
て
発
展
さ
せ
た
思
想
）
は
、

有
用
な
発
明
、
発
見
、
改
良
な
ど
は
、
労
働

者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
日
本
共
産
党
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ

た
当
初
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
根
本
的
な
解
決
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の
た
め
に
は
共
産
主
義
社
会
の
実
現
が
必
要

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
日
本
共
産
党
が

主
張
す
る
と
こ
ろ
の
共
産
主
義
社
会
が
実
現

し
、
労
働
者
階
級
が
社
会
の
主
人
公
と
な
っ

て
初
め
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
の

開
発
が
行
わ
れ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
特
異
な
理
論
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
を
開
発
で
き
る
の
は
、

医
学
の
専
門
家
で
あ
り
、
労
働
者
で
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
共
産
主
義
国
家
で
あ
る
ソ
連
、

中
国
、
北
朝
鮮
が
存
在
し
て
い
た
こ
ろ
、
高

密
度
の
田
植
え
（
密
植
）
や
種
ま
き
を
し
た

た
め
に
、
田
畑
が
荒
れ
、
大
飢
饉
が
起
き
、

数
千
万
人
の
餓
死
者
が
出
た
。
密
植
は
、
労

働
者
に
よ
る
真
の
大
発
見
と
し
て
大
々
的
に

宣
伝
さ
れ
、
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
集
団
主
義
に
よ
り
、
個
人
の

創
意
工
夫
、
個
人
の
や
る
気
を
押
さ
え
つ
け

る
こ
と
で
あ
る
。
自
民
党
は
、
早
く
か
ら
、

日
本
の
学
界
に
お
け
る
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
論

文
の
少
な
さ
を
憂
慮
し
て
い
た
。
日
本
共
産

党
の
集
団
主
義
の
影
響
、
上
部
の
指
示
に
従

う
、
個
人
的
な
行
動
を
厳
し
く
批
判
す
る
考

え
方
の
影
響
も
あ
る
。
日
本
共
産
党
が
理
論

的
基
礎
と
す
る
科
学
的
社
会
主
義
は
、
上
層

部
の
指
示
の
下
に
、
全
員
が
一
人
残
ら
ず
同

じ
こ
と
を
す
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
学
生

の
就
職
先
も
、
す
べ
て
、
党
幹
部
が
、
全
体

を
考
慮
し
な
が
ら
、「
適
切
な
」
配
置
を
決

定
す
る
。
自
分
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
治

療
薬
の
開
発
の
仕
事
を
し
た
い
と
主
張
し
て

も
、
党
幹
部
に
決
定
権
が
あ
り
、
門
前
払
い

に
な
っ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
な
共
産
主
義

思
想
は
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

共
産
主
義
者
の
危
険
な
イ
ベ
ン
ト

過
激
な
反
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

 

映
画
『
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』

                        

感
激
し
ま
し
た
！ 

 

テ
レ
ビ
で
、
ア
ニ
メ
映
画
『
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
』

を
観
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
関
係
を
題
材
に
し
た
話
題
作

で
、
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、
今
回
が
見
た
の
は
初

め
て
で
し
た
。
２
０
０
９
年
８
月
１
日
公
開
で
、

監
督
・
原
作
者
は
細
田
守
さ
ん
、
大
ヒ
ッ
ト
作
『
時

を
か
け
る
少
女
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
再
び
手
を
組
ん

だ
名
作
で
す
。
見
て
も
の
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

涙
を
流
し
ま
し
た
。 

　

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
、
悪
さ
を
す
る
ア
バ
タ
ー

と
、
主
人
公
の
ア
バ
タ
ー
が
、
大
家
族
の
助
け
を

得
な
が
ら
戦
う
、
最
後
は
世
界
中
の
み
ん
な
の
助

け
を
得
て
戦
う
！
世
界
中
の
み
ん
な
が
、
主
人
公

を
助
け
る
た
め
に
な
の
り
を
あ
げ
る
！
感
動
の
場

面
で
す
、
ほ
ほ
を
涙
が
流
れ
ま
し
た
！ 

 　

Ｉ
Ｔ
が
で
き
る
と
こ
ん
な
に
も
活
躍
で
き
る
！

み
ん
な
で
Ｉ
Ｔ
学
ぼ
う
！
！ 
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日
本
共
産
党
が
本
性
を
あ
ら
わ

す
！
家
族
解
体
を
主
張
！
「
家
族

の
強
調
は
、
こ
ど
も
や
女
性
を
苦

し
め
る
」
と
主
張
！

　

日
本
共
産
党
を
信
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

運
動
体
で
あ
る
。
み
な
さ
ん
の
味
方
で
す
よ

と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
が
、機
を
見
は
か
ら
っ

て
、
危
険
な
考
え
方
を
小
出
し
に
し
て
く
る
。

　

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ン
が

創
始
し
た
共
産
主
義
は
、
家
族
の
解
体
、
私

有
財
産
の
否
定
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
国
有
化
、

国
家
の
消
滅
、
貨
幣
の
消
滅
な
ど
を
基
本
と

し
て
い
る
。
現
時
点
で
、
日
本
共
産
党
は
、

こ
れ
ら
の
語
句
を
日
本
共
産
党
綱
領
や
基
本

文
書
に
掲
載
せ
ず
、
国
民
の
前
で
ス
マ
イ
ル

し
て
い
る
が
、
時
機
を
見
て
、
少
し
ず
つ
主

張
し
て
く
る
。
要
注
意
で
あ
る
。
結
局
、
マ

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
ら
が
執
筆
し
た
『
資

本
論
』、『
共
産
党
宣
言
』
な
ど
を
古
典
と
し

て
学
習
し
て
い
る
の
で
、
日
本
共
産
党
が
科

学
的
社
会
主
義
を
理
論
的
基
礎
と
し
て
い
る

限
り
、
日
本
共
産
党
は
家
族
の
解
体
、
私
有

財
産
を
の
否
定
な
ど
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
系
の
青
年
団
体
発
行
の
『
民

主
青
年
新
聞
』（
２
０
２
１
年
７
月
５
日
）
の

六
・
七
ペ
ー
ジ
に
、「
自
民
党
改
憲
草
案
か
ら

家
族
関
係
を
考
え
る
。『
助
け
合
う
』
の
が
前

提
な
の
？
」
と
い
う
高
校
生
の
ペ
ー
ジ
が
あ

る
。
記
事
の
大
部
分
は
、
高
校
生
の
討
論
や

感
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
の
高
校
生
が

「『
家
族
は
助
け
合
う
も
の
』
と
い
う
前
提
が

あ
る
の
が
疑
問
」
と
述
べ
た
り
、
左
翼
弁
護

士
や
学
者
の
「『
助
け
合
い
が
基
本
な
の
だ
か

ら
、
育
児
や
介
護
な
ど
は
全
て
家
族
内
で
担

う
べ
き
』
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
っ
て
し
ま

う
」「
生
活
保
護
の
扶
養
（
生
活
で
き
る
よ
う

に
世
話
す
る
こ
と
）
義
務
な
ど
も
、
国
で
な

く
親
族
の
負
担
と
し
て
強
化
さ
れ
る
可
能
性

が
十
分
に
出
て
く
る
」
主
張
を
紹
介
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

東
京
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
、
青
龍
美
和

子
さ
ん
は
、「
個
人
を
尊
重
し
な
い
『
戦
前
の

価
値
観
』
の
復
活
」
と
い
う
記
事
で
、「
自
民

党
改
憲
案
の
二
十
四
条
『
家
族
は
助
け
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
こ
と
と
、
菅

首
相
が
重
視
す
る
『
自
助
・
共
助
』
の
考
え

方
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
女
性
が

生
き
に
く
い
社
会
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
危
機
の
中
、
家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の

相
談
が
増
え
ま
し
た
。
高
校
生
は
進
学
な
ど
、

家
族
の
中
で
は
経
済
的
に
親
に
頼
る
し
か
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て

い
る
の
に
、
家
族
だ
と
い
う
理
由
で
被
害
が

見
え
な
い
、
逃
げ
ら
れ
な
い
こ
と
で
苦
し
ん

で
い
る
高
校
生
を
、
改
憲
案
は
さ
ら
に
苦
し

め
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

家
族
は
、
子
ど
も
や
女
性
を
苦
し
め
る
、

個
人
を
押
さ
え
つ
け
る
制
度
で
あ
る
と
主
張

し
た
い
の
で
あ
り
、
古
い
価
値
観
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
、
家
族
解
体
を
最
終
目
的
と

す
る
と
ん
で
も
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
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自
民
党
・
公
明
党　

茨
城

で
合
同
時
局
講
演
会

コ
ロ
ナ
克
服
し
経
済
再
生

衆
院
選
勝
利
へ
結
束
固
く

　

七
月
二
十
七
日
、
茨
城
県
水
戸
市
で
自
民

党
茨
城
県
支
部
連
合
会
（
会
長
＝
梶
山
弘
志

経
済
産
業
相
）
と
公
明
党
茨
城
県
本
部
（
代

表
＝
高
崎
進
県
議
）
が
、
合
同
時
局
講
演
会

を
開
催
し
た
。
会
合
で
は
、
梶
山
経
産
相
や

高
崎
県
代
表
、
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
大
井

川
和
彦
知
事
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

衆
院
議
員
の
任
期
満
了
（
十
月
二
十
一
日
）

ま
で
三
か
月
を
切
っ
た
状
況
下
で
、
自
公
両

党
の
選
挙
協
力
を
一
層
強
め
る
決
意
な
ど
が

語
ら
れ
た
。
公
明
党
は
、
山
口
那
津
男
代
表

が
参
加
し
、
自
公
連
立
政
権
で
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
、
日
本
経
済
を
再
生
す
る
た
め
、

秋
ま
で
に
行
わ
れ
る
次
期
衆
院
選
の
勝
利
へ

力
強
い
支
援
を
呼
び
か
け
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
て
は
「
コ
ロ
ナ
禍
を
教
訓
に
、
感

染
症
に
強
い
国
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
力
説
。

国
産
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
の
迅
速
な
開
発
支

援
を
強
化
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

す
で
に
、
自
民
党
と
公
明
党
は
、
お
互
い

の
候
補
を
、
ほ
と
ん
ど
、
推
薦
し
て
い
る
。

今
後
、
自
民
党
と
公
明
党
の
合
同
演
説
会
の

よ
う
な
も
の
が
、
日
本
全
国
で
増
加
し
て
く

る
可
能
性
が
高
い
。

 

ア
メ
リ
カ
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区　

ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
前
に
て
（
若
い
頃
の
安
東
幹
）

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
前
に
て

　
　
　
　
　
（
若
い
頃
の
安
東
幹
）
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京
王
新
労
組
が
、
京
王
電
鉄

株
主
総
会
前
で
宣
伝
行
動

　

２
０
２
１
年
６
月
２
９
日
火
曜
日
、
京
王

新
労
働
組
合
が
、
京
王
電
鉄
株
主
総
会
が
開

か
れ
る
京
王
プ
ラ
ザ
八
王
子
前
の
、
Ｊ
Ｒ
八

王
子
駅
近
く
で
宣
伝
活
動
を
行
っ
た
。
十
人

強
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

日
本
共
産
党
関
係
者
で
あ
っ
た
。
新
社
会
党

系
や
全
労
協
系
の
参
加
者
は
、
ほ
と
ん
ど
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　

八
王
子
労
連
、
建
交
労
本
部
、
航
空
連
の

旗
が
あ
っ
た
。
多
摩
川
太
鼓
の
人
が
太
鼓
を

持
っ
て
き
て
い
た
が
、
特
に
叩
い
た
り
は
し

て
い
な
か
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
の
和

波
さ
ん
（
男
性
）
が
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団

を
な
の
り
、
マ
イ
ク
を
握
っ
て
ス
ピ
ー
チ
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
と
京
王
新
労
組
間

の
協
定
に
つ
い
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
京

王
新
労
組
の
宣
伝
活
動
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働

争
議
団
は
、
必
ず
一
名
以
上
参
加
す
る
が
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
の
宣
伝
活
動
に
京
王
新

労
組
が
参
加
し
な
い
時
も
あ
る
。

　

歩
道
橋
の
上
で
は
、
八
王
子
労
連
の
女
性

が
一
名
と
、
航
空
労
組
の
人
が
一
名
、
宣
伝

行
動
を
し
て
い
た
。

　

簡
単
な
チ
ラ
シ
が
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
て
い
た
。

　

正
式
名
称
は
、
建
交
労
東
京
都
本
部
バ
ス

関
連
支
部
京
王
新
労
組
、
委
員
長
は
、
佐
々

木 
仁
、副
委
員
長
は
、江
田 

泰　

(

２
０
０
１

年
組
合
加
入)

、
書
記
長
は　

藤
山 

仁
志

(

２
０
０
１
年
組
合
加
入)

、
組
合
員
数
は
、

十
四
人
で
あ
る
。

右　

ロ
ン
ド
ン
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

博
物
館
。　

左　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首

都
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
の
サ
マ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

（
若
き
頃
の
安
東
幹
）
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迷
走
す
る
日
本
共
産
党 

議
員
・
幹
部
は
、
男
女
同
数
が
望
ま
し
い
を
、
選

挙
目
当
て
で
な
い
が
し
ろ
に
。 

 

日
本
共
産
党
の
男
女
平
等
問
題
で
の
方
針
は
、
国

民
の
代
表
、
共
産
党
幹
部
、
議
員
な
ど
で
、
男
女

同
数
、
国
民
の
男
女
比
を
忠
実
に
実
現
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
の
理
想
は
、
間
接

民
主
主
義
で
は
な
く
、
直
接
民
主
主
義
で
あ
る
か

ら
当
然
で
あ
る
。（
注　

直
接
民
主
主
義
と
は
、
何

を
決
め
る
に
お
い
て
も
全
員
参
加
で
決
め
る
と
い

う
も
の
。
直
接
民
主
主
義
を
理
想
と
す
る
学
者
・

研
究
者
も
多
い
が
、
実
質
上
、
手
続
き
や
制
度
上
、

実
現
不
可
能
で
あ
る
。
小
さ
な
集
団
で
の
み
可
能

で
あ
る
。
現
在
の
日
本
の
政
治
制
度
は
、
間
接
民

主
主
義
で
あ
る
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
代
議
士
が
、

国
民
の
代
わ
り
に
、
政
治
業
務
を
行
う
。） 

 

七
月
四
日
、
投
開
票
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
で
、

日
本
共
産
党
は
、
候
補
者
三
十
一
人
中
、
十
八
人

が
女
性
で
、
女
性
の
候
補
者
率
は
五
十
八
％
。
選

挙
結
果
は
、
日
本
共
産
党
の
当
選
者
は
十
九
人
、

女
性
は
十
四
人
、
女
性
比
率
は
七
十
四
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
当
選
す
る
可
能
性
が
高
い
三
人
区

や
四
人
区
、五
人
区
な
ど
に
女
性
候
補
者
が
多
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。 

日
本
共
産
党
に
と
っ
て
、
女
性
議
員
の
比
率
が

五
十
％
を
超
え
て
、
多
す
ぎ
る
こ
と
は
、
自
慢
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
。
逆
に
、
政
策
の
失
敗
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
都
議
選
で
、
日
本
共
産

党
が
女
性
の
候
補
者
を
三
十
一
人
中
十
八
人
立
て

た
の
は
、
ス
タ
ン
ト
プ
レ
イ
で
あ
っ
た
。
日
本
共

産
党
は
、
原
則
を
捨
て
て
、
迷
走
し
た
。
日
本
共

産
党
中
央
委
員
会
の
、
都
委
員
会
へ
の
指
導
が
問

わ
れ
る
。 

日
本
共
産
党
都
委
員
会
は
、
二
年
前
の
東
京
の
自

治
体
の
区
市
町
村
議
員
選
挙
で
、
選
挙
区
割
り
、

選
挙
へ
の
関
心
を
読
み
違
え
て
、
大
量
に
ベ
テ
ラ

ン
男
性
議
員
を
落
選
さ
せ
る
、
失
敗
を
し
た
。
そ

の
反
動
で
、
今
回
、
女
性
候
補
を
多
く
し
た
が
、

成
果
は
な
か
っ
た
。
日
本
共
産
党
の
都
議
会
議
員

の
当
選
者
数
は
、
四
年
前
も
十
九
人
で
あ
り
、
今

回
の
当
選
者
数
と
変
わ
ら
な
い
。
任
期
途
中
で
、

不
祥
事
で
一
人
辞
職
し
た
た
め
十
八
人
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
都
議
選
三
連
勝
と

い
う
の
は
誇
張
で
す
。 

 

迷
走
す
る
日
本
共
産
党
は
ど
こ
に
行
く
の
で
し
ょ

う
か
？ 

（
若
い
頃
の
安
東
幹
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
１
開
会
式
（
７
／

２
３
）
会
場
周
辺
の
よ
う

す
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
会
場
の
近
く
の
路

上
で
は
、
極
左
暴
力
集
団
中
核
派
が
、
抗
議

行
動
を
行
っ
て
い
た
。「
開
会
式
粉
砕
！
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止
！
」
と
叫
び
、
軽
快
な

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
抗
議
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
場
所
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

近
く
の
仙
寿
院
交
差
点
付
近
で
、「
外
苑
西
通

り
」
の
青
い
字
の
横
に
細
長
い
標
識
の
横
で

あ
る
。
五
輪
は
中
止
の
白
地
に
黒
字
の
大
き

な
横
断
幕
と
、
全
学
連
の
青
い
旗
、
沖
縄
大

学
の
緑
の
旗
が
あ
っ
た
。「
前
進
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
ラ
イ
ブ
中
」
の
看
板
か
ら
、
中
核
派
系
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
参
加
人
数
な
ど
、
詳

細
は
、
前
進
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
確
認
で
き
る
と

思
う
。
数
十
人
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

Ｊ
Ｒ
千
駄
ヶ
谷
駅
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
に
向
か
う
途
中
の
歩
道
で
は
、

男
性
二
名
が
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
小
さ
な

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
た
。「After 

Death Truth

」
と
い
う
団
体
で
、
内
容
は
日

本
語
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、

ア
メ
リ
カ
本
部
の
小
さ
な
キ
リ
ス
ト
教
団
体

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
ら
が
定
期
券

サ
イ
ズ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
許
可
さ
れ

た
か
、
や
め
さ
せ
ら
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
千
駄
ヶ
谷
駅
で
は
、
ロ
ー
プ
で
区
切

ら
れ
た
、
宣
伝
用
の
区
画
が
作
ら
れ
た
。
右

か
ら
左
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、
ア
ピ
ー

ル
を
し
て
い
た
。
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉

致
の
解
決
を
訴
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
が
、

極
左
や
左
翼
に
圧
倒
さ
れ
て
、
目
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
評
議
会
革
命
」
と
い
う
団
体
の
赤
い
旗
が

は
た
め
い
て
い
た
。
評
議
会
共
産
主
義
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
極
左
思
想
で
、
小

さ
な
勢
力
で
あ
る
。
前
衛
党
、
レ
ー
ニ
ン
主

義
を
権
威
主
義
と
批
判
し
、ア
ナ
キ
ズ
ム
（
無

政
府
主
義
）と
の
類
似
性
が
あ
る
。日
本
で
は
、

中
村
丈
夫
氏
が
、
理
論
的
支
柱
で
あ
っ
た
が
、

２
０
０
７
年
没
。
昨
年
、
理
論
集
が
刊
行
さ

れ
た
。
私
の
想
像
す
る
に
、
海
外
の
評
議
会

革
命
の
活
動
家
が
来
日
し
、
宣
伝
行
動
を
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ピ
リ
カ
全
国
実
行
委
員
会
の
旗
も
あ
っ
た
。

ピ
リ
カ
全
国
実
と
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
た
め

に
活
動
す
る
に
日
本
の
団
体
で
あ
る
。
ピ
リ

カ
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
、「
良
い
」「
美
し
い
」

「
き
れ
い
だ
」「
立
派
だ
」「
豊
か
だ
」
な
ど
を

示
す
。

　

外
国
人
部
隊
に
よ
る
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
そ
の
も
の

へ
の
攻
撃
も
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
を
利
権
団
体

と
し
、
激
し
い
批
判
攻
撃
を
す
る
外
国
人
も

い
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
を
、エ
リ
ー

ト
集
団
に
よ
り
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
考
え
、
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
の
廃
止
を
求
め
る

極
左
活
動
家
で
あ
る
。
次
回
の
パ
リ
で
反
対

活
動
を
し
て
い
る
活
動
家
、
ア
メ
リ
カ
で
反

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
活
動
を
続
け
て
い
る
左
翼
活

動
家
の
姿
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「OLYM

PICS KILL THE POOR

」
の
横

断
幕
を
か
か
げ
た
人
た
ち
も
、
確
信
的
な
反

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
主
義
者
で
あ
る
。
世
界
各
地

で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
反

対
運
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
菅
首
相
、
自
民
党
、・
・
・
正

気
で
す
か
？
」「
開
会
宣
言
粉
砕
！
天
皇
制
廃

絶
！
」「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
略
奪
者
だ
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

　

歩
い
て
五
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
は
、
日
本

共
産
党
と
関
係
が
深
い
全
日
本
民
主
医
療
機

関
連
合
会
の
中
心
病
院
で
あ
る
代
々
木
病
院

が
あ
り
、
見
に
行
く
外
国
人
の
姿
も
あ
っ
た
。

敷
地
に
は
、
日
本
共
産
党
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲

示
さ
れ
て
い
る
掲
示
板
が
あ
り
、
玄
関
の
窓

ガ
ラ
ス
に
は
、
大
き
く
、「
＃
五
輪
中
止
！
命

を
最
優
先
に　

感
染
対
策
優
先　

ワ
ク
チ
ン

に
集
中
さ
せ
て
！
」
の
文
字
が
あ
る
。

 

自
民
党
が
来
夏
の
参
院
選
の
公
認
候

補
を
発
表　

応
援
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

送
付
し
ま
し
た

令和 3 年 8 月 10 日 

 
 
 

来夏の第26回参議院議員選挙で、自民党公認候補者として選挙に立候補することを、

自民党が発行している新聞『自由民主』にて知りました。全力で応援いたします。が

んばってください。 

安東幹（あんどうかん）さんは、長年の自民党員で、数十年間、自分が無所属保守で、

都議選に立候補した時以外は、常に自民党に投票しています。 

現在は、衆院選挙で自公候補が全員当選するよう全力を尽くしています。 

 

『安東問題ファイル 日本共産党に強制収容所』を、よろしければご覧ください。安

東幹さんが代表をしている日本の進む道研究所のウェッブサイトにあります。 

私は、平成元年ごろ、日本共産党などを批判したところ、日本共産党中央委員会の指

示により、代々木病院精神科に連れていかれました。検査の結果がすべて正常であっ

たにもかかわらず、「スルピリド 100」、「アキネトン」などの、眠気をもよおす副作

用のある薬を処方されました。 

日本共産党の、精神医療を悪用した人権弾圧を告発する活動を開始した安東幹さん

に対して、日本共産党は、まったく事実無根の不倫や盗撮、暴力などのありとあらゆ

る犯罪、反社会的団体との関係などをでっちあげようとし、私の主張の評判を落とそ

うとしていますが、安東幹さんは、日本共産党の不当な圧力に屈することなくがんば

っております。ぜひ、応援ください。 

 

安東 幹 （住所略） 
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Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
が
、

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
株
主
総
会
前
で
、　　

　
　

恒
例
の
宣
伝
を
行
う 

 

六
月
十
七
日
、
Ｊ
Ａ
Ｌ 
株
主
総
会
が
開
催

さ
れ
た
有
明
ガ
ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
近
辺
で
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
に
よ
る
、
宣
伝
行
動
が

行
わ
れ
た
。
毎
年
の
よ
う
に
、
何
日
も
前
か

ら
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
前
で
宣
伝
が
行
わ
れ
、
当
日

は
、
支
援
団
体
が
大
量
に
来
て
、
大
規
模
に
、

宣
伝
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
前
日
ま
で
の
宣

伝
な
ど
は
な
く
、
株
主
総
会
会
場
周
辺
で
の

宣
伝
活
動
の
み
に
し
た
も
よ
う
。
支
援
団
体

か
ら
の
参
加
者
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、
静

か
に
行
わ
れ
た
。
株
主
総
会
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
が
中
心
で
、
実
際
に
会
場
に
来
る
株
主
様

も
少
な
く
、
静
か
で
あ
っ
た
。 

 

安
東
幹
さ
ん
は
、
日
本
共
産
党
は
、
株
生
活

者
を
寄
生
虫
呼
ば
わ
り
し
て
い
て
、
消
滅
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
共
産
党
の
機
関
紙
、

新
聞
で
あ
る
赤
旗
に
は
、
株
価
欄
の
ペ
ー
ジ

が
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
る
な
ど
し
て
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
と
対
決
し
た
。 

日
本
民
主
青
年
同
盟
（
日
本
共
産
党

系
の
青
年
団
体
）
の
班
名
に
つ
い
て 

 

日
本
民
主
青
年
同
盟
（
略
称　

民
青
）
の
基
礎
組

織
で
あ
る
班
は
、
日
本
全
国
の
地
域
・
職
場
・
学

園
に
あ
る
。
三
人
以
上
民
青
同
盟
員
が
い
れ
ば
、

班
が
結
成
さ
れ
る
。
三
人
以
上
の
条
件
は
、
本
人

が
自
覚
し
て
い
て
同
盟
費
を
毎
月
納
め
て
い
る

か
、
そ
れ
と
も
や
め
て
籍
が
な
い
つ
も
り
で
い
る

の
か
は
関
係
な
い
。
加
盟
が
認
め
ら
れ
て
、
卒
業
・

除
籍
・
転
籍
な
ど
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
本
人
の

意
思
に
関
係
な
く
同
盟
員
で
あ
り
、
三
人
に
数
え

ら
れ
る
。
班
が
集
ま
っ
て
地
区
委
員
会
と
な
り
、

地
区
委
員
会
が
集
ま
っ
て
都
道
府
県
委
員
会
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
日
本
民
主
青
年
同
盟
中
央
委
員
会

が
あ
る
。 

 　

班
の
名
前
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
い
。

「
炊
き
た
て
ご
班
」（
仙
台
市
地
域
班
）、「
ア
イ
ス

の
実
班
」（
東
京
高
校
生
班
）、「
と
と
た
た
班
」（
大

阪
）
な
ど
な
ど
。
以
前
は
、
日
本
民
主
青
年
同
盟

の
班
名
は
、
日
本
共
産
党
の
支
部
と
同
じ
よ
う
に
、

地
域
班
の
場
合
は
地
名
、
職
場
の
場
合
は
記
号
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、霞
が
関
班
と
か
、御
堂
筋
班
、

職
場
な
ら
、Ｂ
２
班
、Ｃ
１
班
の
よ
う
に
。
し
か
し
、

班
名
に
地
域
名
を
使
用
し
て
い
た
の
で
は
同
盟
員

の
住
居
や
個
人
情
報
が
も
れ
や
す
い
と
か
、
記
号

で
は
親
し
み
が
わ
か
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
変
更

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
み
ん
な
で
決
め
る
親
し

み
や
す
い
班
名
に
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か
？ 



11

慶
應
義
塾
伊
藤
公
平
新
塾

長
を
応
援
し
ま
す 

　

慶
應
義
塾
（
以
下
、
慶
應
義
塾
規
約
に
よ

る
。「
慶
應
義
塾
は
、
大
学
や
小
・
中
・
高

等
学
校
等
を
設
置
し
て
い
る
、
私
立
学
校
法

に
よ
る
学
校
法
人
で
す
。
そ
の
慶
應
義
塾
の

最
高
責
任
者
を
「
塾
長
」
と
呼
び
ま
す
。」）

の
塾
長
に
、
２
０
２
１
年
５
月
２
８
日
よ
り
、

伊
藤
公
平
君
が
就
任
し
た
。
新
執
行
部
体
制

は
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
慶
應
義
塾
の
た
め

に
奮
闘
す
る
。 

　

伊
藤
公
平
君
は
、
専
門
は
個
体
物
理
、
量

子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
。
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
、

日
本
に
必
要
な
人
材
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
の

執
行
部
の
長
に
ぴ
っ
た
り
の
人
物
で
あ
る
。

塾
員
で
あ
る
、
日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
代

表
の
安
東
幹
さ
ん
は
、
設
立
以
来
、
日
本
の

Ｉ
Ｔ
推
進
を
訴
え
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

開
発
促
進
を
訴
え
て
い
る
立
場
か
ら
も
、
伊

藤
公
平
新
塾
長
体
制
を
応
援
し
ま
す
。 

　

慶
應
義
塾
が
出
版
す
る
月
刊
誌
『
三
田
評

論
２
０
２
１
年
７
月
号
』
に
は
、
新
塾
長
対

談「『
慶
應
義
塾
の
目
的
』の
実
践
へ
向
け
て
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
公
平
君
は
、
記

事
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

　
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
十
年
、
二
十
年
で

明　
「
慶
應
義
塾
は
単
に
一
所
の
学
塾
に
自

ら
甘
ん
ず
る
を
得
ず
、
其
目
的
は
我
日
本
国

中
に
於
け
る
気
品
の
泉
源
、
智
徳
の
規
範
た

ら
ん
こ
と
を
期
し
、
之
を
実
際
に
し
て
は
居

家
、
処
世
、
立
国
の
本
旨
を
明
に
し
て
、
之

を
口
に
言
う
の
み
に
あ
ら
ず
、
躬
行
実
践
以

て
全
社
会
の
先
導
者
た
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る

も
の
な
り
」 

　

す
ば
ら
し
い
ご
意
見
で
す
。
安
東
幹
さ
ん

も
、
全
面
的
に
賛
同
し
ま
す
。 

 

メ
キ
シ
コ
の
遺
跡
に
て
（
若
い
頃
の
安
東
幹
）
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日
本
民
主
青
年
同
盟
が
、
食

糧
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

し
て
、
同
盟
員
を
拡
大
中

　

日
本
共
産
党
系
の
青
年
団
体
で
あ

る
日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
日
本
共
産
党

や
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
団
体

か
ら
提
供
さ
れ
た
食
料
や
生
活
必
需

品
の
無
料
配
布
を
続
け
て
い
る
が
、

日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
活
動
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
青
年
や
、
参
加
し
た

青
年
に
、
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
と

勧
誘
・
拡
大
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

要
注
意
で
あ
る
。無
料
だ
か
ら
と
言
っ

て
、
簡
単
に
食
糧
支
援
活
動
に
参
加

し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
る
必
要
が

あ
る
。

　　

日
本
民
主
青
年
同
盟
島
根
県
委
員

会
は
、
食
糧
支
援
を
通
じ
て
、
六
月
、

七
月
に
四
名
が
加
盟
し
ま
し
た
。
食

糧
支
援
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
た
学
生

に
、
公
開
班
会
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
加
盟
。
食
糧
支
援
が
終
わ
っ
た

後
に
、
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

学
生
に
加
盟
を
呼
び
か
け
、
そ
の
場

で
加
盟
な
ど
で
す
。（
民
主
青
年
新
聞

２
０
２
１
年
七
月
十
九
日
号
四
ペ
ー

ジ
）

　

広
島
県
の
地
域
班
、
ま
い
ま
い
班

で
は
、
班
も
加
わ
っ
て
い
る
食
糧
支

援
の
実
行
委
員
会
主
催
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
説
明
会
で
、
参
加
し
た
青
年

に
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
を
知
る
会

へ
の
参
加
の
約
束
を
と
っ
た
。
そ
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
当
日
、
食
糧

支
援
終
了
後
に
、
知
る
会
を
行
い
、

加
盟
と
な
っ
た
。（
民
主
青
年
新
聞

２
０
２
１
年
８
月
２
日
号
４
ペ
ー
ジ
）

　

日
本
民
主
青
年
同
盟
の
実
態
。
京

都
府
同
盟
は
、
総
選
挙
へ
の
同
盟
内

決
起
集
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
五
十
人
の
学
生
、
高
校
生
、
労

働
者
が
参
加
し
た
。（
民
主
青
年
新
聞

２
０
２
１
年
８
月
２
日
号
２
ペ
ー
ジ
）
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日本共産党に内容証明郵便送付しました

令 和 年 月 日

東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ケ 谷 ４ 丁 目 ２ ６ 番 ７ 号

日 本 共 産 党 中 央 委 員 会 様

（ 住 所 略 ）

（ 差 出 人 ） 安 東 幹

日 本 の 進 む 道 研 究 所 の 代 表 の 安 東 幹 と 申 し ま す 。 配 達 証 明

付 き 内 容 証 明 郵 便 と 送 付 者 で す 。

日 本 全 国 で 、 た く さ ん の 日 本 共 産 党 関 係 者 が 、 私 を 、 原 理

研 究 会 の 会 員 だ と か 言 い ま す が 、 私 は 原 理 に 所 属 し た こ と

は あ り ま せ ん の で 、 今 後 、 そ の よ う な こ と の な い よ う ご 指

導 お 願 い し ま す 。 私 は 、 二 十 歳 を 過 ぎ て か ら 、 お 酒 の 愛 好

者 で 、 日 に 一 回 は お 酒 を 飲 み ま す 。 法 的 手 段 や 、 警 察 へ

の 通 報 な ど 、 ど ん ど ん い た し ま す 。

東 京 都 杉 並 区 の 織 田 ふ き 子 党 員 は 、 原 理 と 認 め さ せ て 教 育

現 場 か ら 追 い 出 せ と か 、 私 と 同 じ サ ー ク ル の Ｔ さ ん や 阿 佐

ヶ 谷 コ ミ ュ ニ テ ィ で い っ し ょ だ っ た Ｉ さ ん に 、 私 を 追 い 出

せ と け し か け る な ど 悪 質 で す 。 富 山 県 高 岡 市 の 射 水 神 社 に

行 っ た 時 や 黒 部 市 で Ｖ リ ー グ を 観 戦 し て い る 時 に 、 地 域 の

日 本 共 産 党 幹 部 が 原 理 追 い 出 せ と お し か け て き ま し た 。

こ の 手 紙 を 出 し た こ と は 、 公 開 い た し ま す 。
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令和 年 月 日

経営者協会様

ここののままままでではは、、日日本本共共産産党党がが、、政政権権与与党党ににななるる。。日日本本のの進進むむ道道研研究究所所はは、、

次次のの衆衆議議院院議議員員選選挙挙でで、、日日本本共共産産党党がが躍躍進進しし、、政政権権与与党党ににななるるここととががなないい

よようう、、全全力力をを尽尽くくししまますす。。

ぜぜひひ、、日日本本のの進進むむ道道研研究究所所へへのの支支援援ををおお願願いいししまますす。。

コロナ禍が長引き、失業者の増大、収入の減少など、国民の間に不満が高まっています。日本共産
党と関係が深い労働組合への入会者が増えています。このままでは、次の衆議院議員選挙で野党共
闘が勝利し、日本共産党が政権入り・与党となりかねません。そうなると、日本共産党と関係が深
い全労連の力が増し、明治乳業労働争議、ＪＡＬ労働争議、ＩＢＭ労働争議など、多くの労働争議
で、労働争議団が有利となります。

日本の進む道研究所は、設立後、一貫して、日本共産党の理論的な正体を国民に明らかにし、日本
共産党と関係が深い労働争議団の正体を明らかにして、戦ってきました。もうすぐ、設立して 年
となります。現在１６ページ、カラーの月刊会報も、３９号まで発行されています。日本の進む道
研究所は、ペンの力によって、日本共産党を徹底的に批判し、必ず、日本共産党の政権参加を阻止
して見せます。どうか、ご支援をよろしくお願いします。

日本共産党から、日本の進む道研究所（現在、任意団体）の代表である安東幹（あんどうかん）さ
んへの悪質なデマ宣伝が行われています。多くの良識あるみなさま、悪質なデマ宣伝を言う日本共
産党に対して注意していただいてありがとうございます。今後も、よろしくお願いします。
ＰＤＦファイル『安東幹（あんどうかん）問題について考える 日本共産党に強制収容所』が、日
本の進む道研究所のウェッブサイトで、無料で見ることができます。そこには、安東幹さんに関す
る事実が述べられています。
また、日本共産党中央委員会あてに、配達証明付き内容証明郵便を送付しております。日本共産党
の悪質なデマ宣伝に対しては、厳重に注意するだけでなく、警察への通報などもお願いします。
配達証明付き内容証明郵便（令和 年 月 日 第 号）
配達証明付き内容証明郵便（令和 年６月 日 第 号）
配達証明付き内容証明郵便（令和 年 月 日 第 号）
以上の郵便で、安東幹さんは、不倫や女性に対するものも含めて犯罪がないこと、反社会的団体などの構成員に
なったことがないことなど伝えてあります。

日本の進む道研究所 代表 安東 幹
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「
卒
業
」
っ
て
何
？　

日
本
民
主
青
年
同
盟
用
語 

 

日
本
民
主
青
年
同
盟
は
、
活
動
を
続
け
、「
民
青
」

で
い
う
と
こ
ろ
の
青
年
で
は
な
く
な
り
、
日
本
民

主
青
年
同
盟
を
退
会
す
る
こ
と
を「
卒
業
」と
言
う
。

日
本
民
主
青
年
同
盟
で
、「
日
本
共
産
党
と
関
係
が

深
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
育
て
ら
れ
、
立
派
に
成

長
し
、
今
後
は
、「
日
本
共
産
党
と
関
係
が
深
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
担
っ
て
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

に
、
民
青
を
「
卒
業
」
す
る
と
い
う
、
肯
定
的
な

意
味
合
い
を
持
つ
用
語
で
あ
る
。 

（
若
い
頃
の
安
東
幹　

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
の
ヨ
セ
ミ
テ
国
定
公
園
）

 

編
集
後
記 

 　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
台
湾
が
有
事
の
際

に
は
、
日
米
で
介
入
と
い
う
趣
旨
の
麻
生
発
言
を

支
持
し
ま
す
。
日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
関
係
者

全
員
が
共
有
し
て
い
ま
す
。 

　

今
後
の
日
本
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
８

月
後
半
に
、
自
民
党
の
会
議
で
、
自
民
党
総
裁
選

挙
の
日
程
が
決
ま
り
ま
す
。
日
本
の
進
む
道
研
究

所
の
代
表
の
安
東
幹
さ
ん
は
、
長
年
の
自
民
党
員

で
、
総
裁
選
に
投
票
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
総

裁
選
の
内
容
に
よ
っ
て
、総
選
挙
の
日
程
も
決
ま
っ

て
き
ま
す
。
早
け
れ
ば
、
９
月
、
一
番
遅
け
れ
ば

１
１
月
末
で
す
。
日
本
の
進
む
道
研
究
所
と
し
て

は
、
い
つ
総
裁
選
が
行
わ
れ
、
い
つ
総
選
挙
が
行

わ
れ
て
も
い
い
よ
う
に
、
入
念
に
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。 

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
を
応
援
し
ま
し
た
。
特
に
、

女
子
バ
レ
ー
日
本
代
表
を
応
援
し
ま
し
た
。
が
ん

ば
っ
た
中
田
監
督
と
選
手
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て

支
え
た
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
全
力
の
プ
レ
ー
に
声
援
を
送
り
ま
す
。
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
し
て
、
惜
し
く
も
入
賞

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
後
を
め
ざ
し
て
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
も
、
一
生
懸
命
、
応
援

続
け
ま
す
。
Ｖ
リ
ー
グ
、
日
本
全
国
に
応
援
に
行

き
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
会
場
で
元
気
い
っ
ぱ

い
応
援
し
ま
す
。 

　

神
奈
川
県
平
塚
市
に
あ
る
八
幡
山
の
洋
館　

旧

横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館
に
、
２
０
２
１
年

８
月
９
日
に
行
っ
た
。
展
示
を
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

が
解
説
し
て
く
れ
た
。
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
解

説
で
勉
強
に
な
っ
た
。 

　

平
塚
っ
て
、
地
名
の
名
前
の
通
り
、
平
ら
な
土

地
な
ん
だ
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
西
洋
式
の
、

ま
ど
わ
く
ご
と
上
下
に
動
か
し
て
開
閉
す
る
窓
は
、

日
本
で
は
不
適
格
、梅
雨
の
時
期
な
ど
湿
気
を
吸
っ

て
、
木
が
膨
張
し
て
上
げ
下
げ
し
に
く
く
な
る
な

ど
い
ろ
い
ろ
学
び
ま
し
た
。
風
土
、
気
候
が
人
間
、

文
化
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 
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共
産
主
義
は
、I
T
・
語
学
の
敵
。　

　

コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発　
　

　

を
妨
害
。
今
す
ぐ
非
合
法
化
を
。

　

日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
！

  

国
家
・
家
族
・
企
業
を
、

            

共
産
主
義
か
ら
守
ろ
う
！

元
祖
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ　

マ
ル
ク
ス

　

安
東
幹
さ
ん
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
、
月
に
数
回
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
二
十
回
近
く
受
け
て
い

ま
す
。
結
果
は
、常
に
陰
性
で
す
。

左
の
写
真　

若
い
頃
の
安
東
幹　

カ
ナ
ダ
に
て
）

日
本
共
産
党
追
及
大
作
戦
展
開
中
！

『
安
東
幹
問
題
フ
ァ
イ
ル
・
日
本
共
産
党
に
強

制
収
容
所
』　

大
量
配
布
中
！


